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1 日本歴史学協会若手研究者問題
特別委員会について

•日本歴史学協会（日歴協）

1950年創設

歴史学関係学会・研究機関の間の相互連絡

歴史学関係の重要事項の審議

国際学術交流

※ウェブサイト

http://www.nichirekikyo.sakura.ne.jp/

http://www.nichirekikyo.sakura.ne.jp/


• 2013年6月以降、歴史学における若手研究者問題に
取り組むためのワーキンググループ、検討委員会の
設置

→第30期（2018～2020年度）より

常設の若手研究者問題特別委員会に
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• 「若手研究者問題」解決に向けた歴史学関係者の研
究・生活・ジェンダーに関するウェブ・アンケート調査
（2015年9月～2016年3月）

•中間報告書（2017年2月）および中間報告シンポジウ
ム（2017年3月4日開催）

→シンポジウム感想togetterまとめ

https://togetter.com/li/1087004

※2020年10月8日現在、閲覧回数48,790回

2 ウェブ・アンケート調査、中間報告書、
シンポジウムの取り組み、これまでの成果

https://togetter.com/li/1087004


・これまでの成果

①ハラスメント防止に向けた取り組み

歴史学関係学会ハラスメント防止宣言

（2020年7月15日、 賛同団体受付中）

②歴史学の資料および研究成果のオープンアクセス化

に向けて

「国立国会図書館デジタルコレクションによる学会誌の

インターネット公開についてのご案内」

（2020年9月30日、一次締切11月末以降も受付）
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①各立場別報告書についての説明と取り組みの周知
→かなりの分量、執筆担当者によるポイントの解説
※今回の報告会＝立場別報告書もしくは結果概要
を読んでもらうことが前提の報告、
報告者の主観も重視

※回答数の少なさ→報告内容の留保の必要
※執筆担当＝日歴協の委員
←高等教育研究政策の専門家ではない
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•先行の取り組みを参考に作成
日本社会学会による若手研究者問題関連の
アンケート（2010年）
西洋史若手研究者問題検討ワーキンググループ
のアンケート報告書（2015年）を参考に作成
視角的なアピールより今後の参考資料として
※学会間・研究機関間の相互連絡機関としての
日歴協
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②提言の作成に向けて

・アンケートの結果を踏まえた関係機関に対する

提言を作成

→今年度中に

・今回の催し ×結論を導き出す
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提言作成のイメージ
◎日歴協の委員だけで話し合うのではなく、歴史学に
関わる当事者より意見・提言を寄せてもらう
＝作成過程へのオープンな参加の場として

※意見・提言・質問は以下の受付フォームから
お願いします。繰り返し投稿できます。
（受付期間10月9日～10月31日）
https://forms.gle/fv7Xm3GWw4wjFyA67
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※10月19日に向けて歴史学のなかの若手研究者

問題を考えるための参考資料を、以下の

日歴協ホームページに順次掲載

http://www.nichirekikyo.com/young_researchers/jhc_
wakate_references.html
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第1部 17：00～18：10 ウェブ・アンケート分析各報告

【報告者】赤羽目匡由、浅田進史、瀬畑源、野口華世、山田邦明

第2部 18：30～19：00 総合討論

【司会】石居人也、服藤早苗

※司会・報告者が受付フォームに寄せられた意見・提言・質問に

答えながら、論点を整理し今後作成する提言の参考とします。

※当日のTwitterハッシュタグ（#若手研究者問題）でのツイート

も歓迎します。

4 最終報告＆討論会のスケジュール



立場別報告書の本文、もしくは結果概要だ
けでもかまいせんので、ぜひご覧のうえ、10
月19日の報告＆討論会にご参加ください。
皆さまの意見・提言、質問をお待ちしていま
す（受付期間2020年10月9日～10月31日）。


